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泉
鏡
花
「
年
譜
」
補
訂
吉
田
昌
志
本
稿
は
、
先
年
刊
行
し
た
岩
波
書
店
版
『
新
編
泉
鏡
花
集
』
別
巻
二
（
平
成
十
八
年
一
月
二
十
日
）
収
録
の
泉
鏡
花
「
年
譜
」
の
補
訂
で
、
本
誌
七
九
五
号
（
平
成
十
九
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
一
」、
七
九
七
号
（
平
成
十
九
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
二
」、
八
一
九
号
（
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
三
」
、
八
二
一
号
（
平
成
二
十
一
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
四
」
、
八
二
六
号
（
平
成
二
十
一
年
八
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
五
」
、
八
四
三
号
（
平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
六
」
、
八
四
五
号
（
平
成
二
十
三
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
七
」、
八
五
〇
号
（
平
成
二
十
三
年
八
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
八
」
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、
［
誤
記
誤
植
の
訂
正
］
、
［
本
文
の
訂
正
追
加
］
、
［
典
拠
の
訂
正
追
加
］、［
新
た
な
項
目
］、
の
四
部
に
分
か
ち
、
書
式
を
次
の
通
り
と
す
る
。
一
、
表
記
は
、
原
則
と
し
て
右
「
年
譜
」
に
準
じ
た
。
一
、「
年
譜
」
本
文
の
後
に
、
 典
拠

と
し
て
、
文
献
の
原
文
、
未
公
刊
資
料
の
翻
字
等
を
示
し
、
典
拠
が
複
数
の
場
合
は
番
号
を
付
し
て
併
記
し
た
。

注
記

の
項
に
は
、
内
容
の
解
説
、
考
証
等
を
記
し
た
。
一
、
引
用
文
の
仮
名
づ
か
い
は
、
原
文
の
ま
ま
と
し
、
字
体
は
概
ね
現
行
の
印
刷
文
字
に
改
め
、
読
解
に
必
要
な
ル
ビ
を
残
し
た
。
一
、
引
用
文
の
中
略
部
分
は
、
総
て
「（
…
）」
で
示
し
、
前
略
、
後
略
は
い
ち
い
ち
断
わ
ら
な
か
っ
た
。
引
用
中
の
誤
記
誤
植
は
、［
］
内
に
補
正
し
た
。
一
、
典
拠
文
献
が
複
数
項
目
に
重
出
す
る
場
合
も
、
そ
の
つ
ど
項
目
ご
と
に
示
し
て
、
書
誌
的
事
項
の
記
載
を
省
か
な
か
っ
た
。
一
、
［
本
文
の
訂
正
追
加
］
で
は
、
訂
正
部
分
、
新
た
な
追
加
部
分
に
傍
線
を
付
し
て
区
別
し
た
。
一
、
文
中
の
敬
称
は
、
原
則
と
し
て
省
略
し
た
。
一
、
必
要
に
応
じ
て
、「
＊
」
の
あ
と
に
注
記
事
項
を
補
っ
た
。
［
誤
記
誤
植
の
訂
正
］
＊
↓の
下
が
正
し
い
。
補
訂
一

●
61頁
上
段
8行
目
昭
和
十
三
年
↓
大
正
十
三
年
補
訂
七

●
61頁
上
段
11行
目
大
正
六
年
↓
大
正
五
年
―45―
九

学
苑
日
本
文
学
紀
要
第
八
五
五
号
四
五
～
五
八
（
二
〇
一
二
一
）
［
新
た
な
項
目
］
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
戊
申
三
十
六
歳
三
月
十
九
日
付
「
国
民
新
聞
」
（
四
面
）
掲
載
「
文
界
の
一
大
計
画
」
で
、
博
文
館
に
よ
る
「
二
十
一
大
家
」
の
「
明
治
小
説
家
全
集
」
の
企
画
が
報
じ
ら
れ
た
中
に
、
鏡
花
の
名
が
あ
っ
た
。
こ
の
企
画
は
三
年
後
に
「
名
家
小
説
文
庫
」
第
十
編
『
鏡
花
叢
書
』（
明
治
四
十
四
年
三
月
二
十
三
日
刊
）
と
な
っ
て
公
刊
さ
れ
た
。

典
拠

「
文
界
の
一
大
計
画
／
二
十
一
大
家
の
全
集
編
纂
」
（
「
国
民
新
聞
」
明
治
四
十
一
年
三
月
十
九
日
付
四
面
）
明
治
作
家
中
の
大
家
の
作
物
は
多
く
死
後
に
な
り
て
一
部
に
纏
め
ら
れ
全
集
と
し
て
出
版
せ
ら
る
ゝ
が
常
に
て
夫
も
今
日
ま
で
纏
り
た
る
は
か
に
思
軒
、
紅
葉
、
透
谷
、
一
葉
、
薄
氷
、
賤
子
、
新
二
の
諸
文
人
に
過
ぎ
ざ
る
が
今
回
書
肆
博
文
館
に
て
は
明
治
小
説
家
全
集
な
る
大
出
版
を
企
て
露
伴
、
篁
村
、
柳
浪
、
眉
山
、
麗
水
、
南
翠
、
得
知
、
秋
聲
、
天
外
、
春
葉
、
霞
亭
、
水
蔭
、
美
妙
、
魯
庵
、
鏡
花
、
四
迷
、
花
袋
、
風
葉
、
桜
痴
、
渋
柿
、
嵯
峨
の
屋
等
二
十
一
氏
の
博
文
館
の
出
版
物
「
太
陽
」
、
「
明
治
文
庫
」
、
「
小
説
文
庫
」
、
「
文
芸
楽
部
」
其
他
単
行
物
の
新
旧
作
物
一
切
を
網
羅
し
一
冊
一
千
頁
以
上
の
も
の
と
為
し
毎
月
一
回
位
ゐ
の
程
度
に
て
出
版
す
る
計
画
あ
り
始
め
て
此
案
を
起
し
た
る
は
昨
年
の
十
一
月
に
て
其
後
齋
木
菊
雨
氏
主
任
と
な
り
て
原
稿
の
取
集
め
に
従
事
し
た
る
が
何
分
十
数
年
に
亘
れ
る
作
物
と
て
其
の
蒐
集
の
困
難
一
方
な
ら
ず
目
下
五
人
の
助
手
を
督
し
て
浄
写
其
他
に
従
事
し
居
れ
る
が
一
体
が
大
仕
懸
の
計
画
と
て
一
般
の
方
針
容
易
に
定
ま
ら
ず
未
だ
秘
密
に
し
て
公
に
発
表
せ
ざ
る
為
め
網
羅
さ
る
べ
き
作
家
さ
へ
も
未
だ
此
挙
を
知
ら
ざ
る
も
の
多
し
と
云
ふ
聞
く
所
に
よ
れ
ば
江
見
水
蔭
氏
の
は
自
身
編
集
し
て
持
ち
来
り
し
為
之
の
み
は
整
ひ
居
る
も
其
他
は
漸
く
著
手
し
た
る
の
み
第
一
巻
は
露
伴
氏
か
二
葉
亭
氏
の
を
出
す
べ
く
形
は
菊
版
（
マ
マ
）に
て
帝
国
文
庫
風
の
叢
書
と
な
し
作
物
の
順
序
は
年
次
に
よ
り
体
裁
用
紙
等
極
め
て
力
を
入
れ
た
る
も
の
な
る
が
此
の
他
に
も
前
者
に
残
れ
る
閨
秀
作
家
、
新
進
作
家
の
作
物
及
び
脚
本
等
を
各
一
纏
に
し
て
其
の
集
に
次
ぐ
や
も
知
れ
ず
兎
に
角
五
六
月
頃
ま
で
［
に
］
は
大
体
の
順
序
方
針
も
ど
う
に
か
定
ま
る
由
な
れ
ば
世
間
に
発
表
の
運
び
に
至
る
べ
き
か
題
は
一
先
づ
明
治
小
説
家
全
集
と
定
め
置
き
た
る
も
又
た
何
と
か
変
る
べ
き
由
猶
ほ
今
日
の
作
家
に
て
己
が
昔
よ
り
の
著
作
を
悉
く
集
め
置
く
は
殆
ん
ど
無
く
最
も
多
作
を
以
て
聞
ゆ
る
柳
浪
氏
の
如
き
は
古
き
自
作
の
名
さ
へ
も
忘
れ
居
り
人
に
言
は
れ
て
其 そ
様 ん
な
も
の
も
あ
つ
た
か
と
答
へ
る
始
末
な
れ
ば
文
学
の
嗜
み
あ
る
同
氏
夫
人
は
遺
憾
に
思
ひ
門
弟
と
共
に
古
本
屋
を
求
食
あ
さ
り
て
柳
浪
氏
の
旧
作
を
買
集
む
る
に
盡
力
し
た
れ
ど
漸
く
三
分
の
二
を
得
る
に
過
ぎ
ざ
り
し
と
云
ふ
、
次
に
此
の
全
集
に
は
雑
誌
掲
載
の
折
々
に
掲
げ
た
る
挿
絵
は
大
抵
省
き
其
代
り
に
作
者
執
筆
の
自
伝
と
肖
像
を
掲
載
す
べ
き
予
定
に
て
売
行
き
の
如
何
に
関
ら
ず
万
事
明
治
文
学
史
の
紀
念
物
と
し
て
明
治
四
十
年
ま
で
の
作
物
全
集
と
し
て
恥
か
し
か
ら
ぬ
立
派
な
者
に
な
さ
ん
の
意
気
込
な
る
由
明
治
の
文
界
に
忘
る
可
ら
ざ
る
一
大
計
画
と
云
ふ
べ
し
 注
記

当
時
の
出
版
事
情
が
良
く
窺
え
る
た
め
全
文
を
引
用
し
た
。
「
名
家
小
説
文
庫
」
の
第
一
編
第
二
編
は
『
露
伴
叢
書
』
前
編
（
明
治
四
十
二
年
六
月
十
五
日
、
九
七
二
頁
）、
同
後
編
（
同
九
月
二
十
日
、
九
八
二
頁
）
で
、
七
年
前
に
刊
行
し
た
一
巻
本
の
『
露
伴
叢
書
』
（
同
三
十
五
年
六
月
十
八
日
、
一
八
八
〇
頁
）
を
も
と
に
二
分
冊
に
し
た
も
の
だ
か
ら
、
編
輯
に
さ
し
て
困
難
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
以
下
、
第
三
編
『
渋
柿
叢
書
』
（
同
四
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
、
一
〇
〇
六
頁
）、
第
四
編
『
柳
浪
叢
書
』
前
編
（
同
、
一
〇
〇
三
頁
）、
第
五
編
同
後
編
（
同
四
十
三
年
六
月
十
六
日
、
一
〇
一
九
頁
）、
第
六
編
『
花
袋
叢
書
』
（
同
六
月
二
十
日
、
一
〇
二
九
頁
）、
第
七
編
『
水
蔭
叢
書
』
（
同
八
月
十
八
日
、
一
〇
一
〇
頁
）、
第
八
編
『
小
波
叢
書
』
（
同
九
月
二
十
八
日
、
一
〇
三
六
頁
）、
第
九
編
『
秋
聲
叢
書
』
（
同
四
十
四
年
二
月
八
日
、
九
九
四
頁
）、
第
十
編
『
鏡
花
叢
書
』
（
同
三
月
二
十
三
日
、
一
〇
二
八
頁
）、
第
十
一
編
『
美
妙
叢
書
』
（
同
八
月
二
十
三
日
、
一
〇
二
八
―46―
頁
）、
第
十
二
編
『
篁
村
叢
書
』
（
大
正
元
年
九
月
十
日
、
九
九
六
頁
）
の
全
十
二
巻
で
あ
る
。
予
告
「
二
十
一
大
家
」
の
う
ち
、
以
上
の
十
大
家
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
ほ
ぼ
「
一
冊
一
千
頁
以
上
」「
挿
絵
は
大
抵
省
き
」「
作
者
執
筆
の
自
伝
」
を
掲
げ
る
と
い
う
体
裁
は
実
行
さ
れ
た
。
編
輯
者
と
し
て
名
の
挙
っ
て
い
る
齋
木
菊
雨
は
、
本
名
寛
直
、
『
博
文
館
五
十
年
史
』
（
昭
和
十
二
年
六
月
十
五
日
）
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
九
年
四
月
二
十
四
日
に
い
っ
た
ん
退
館
し
た
も
の
の
、
同
年
十
月
に
再
び
入
館
、
四
十
一
年
「
冒
険
世
界
」
創
刊
に
当
っ
て
主
任
押
川
春
浪
の
助
手
を
務
め
た
、
と
あ
る
。
こ
の
博
文
館
の
「
名
家
小
説
文
庫
」
の
菊
判
大
冊
に
対
抗
し
、
春
陽
堂
か
ら
は
袖
珍
本
（
三
五
判
）
の
『
紅
葉
集
』
全
四
巻
（
第
一
巻
は
『
露
伴
叢
書
』
前
編
刊
行
の
翌
々
月
の
四
十
二
年
八
月
）
を
始
め
と
し
て
、
『
鏡
花
集
』
全
四
巻
、
『
美
妙
集
』
、
『
露
伴
集
』
全
二
巻
、
『
風
葉
集
』
全
二
巻
、
『
桜
痴
集
』
（
全
三
巻
予
定
の
と
こ
ろ
）
二
巻
、『
渋
柿
集
』
全
二
巻
を
順
次
刊
行
し
た
。
な
お
、
『
鏡
花
集
』
に
関
し
て
は
、
当
初
第
一
巻
（
四
十
三
年
一
月
一
日
刊
）
の
見
本
組
（
初
校
）
段
階
の
題
名
が
「
銀
鈴
集
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
資
料
が
残
っ
て
い
る
（
現
岩
波
書
店
蔵
。
「
年
譜
」
同
日
の
項
を
参
照
）。
命
名
は
お
そ
ら
く
鏡
花
の
発
意
で
あ
ろ
う
が
、
先
行
の
『
紅
葉
集
』
に
合
せ
て
、
個
人
名
を
冠
し
た
袖
珍
本
全
集
へ
と
編
入
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
後
「
銀
鈴
集
」
の
名
は
、
翌
四
十
四
年
十
月
十
日
刊
の
隆
文
館
の
単
行
本
の
題
名
と
な
っ
た
。
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
己
酉
三
十
七
歳
一
月
七
日
付
「
読
売
新
聞
」
（
五
面
）
の
「
文
壇
は
な
し
だ
ね
」
に
原
稿
執
筆
に
ま
つ
わ
る
話
が
紹
介
さ
れ
た
。
 典
拠
1
「
文
壇
は
な
し
だ
ね
」
（「
読
売
新
聞
」
明
治
四
十
二
年
一
月
七
日
付
五
面
）
●
泉
鏡
花
氏
は
原
稿
紙
に
向
ひ
、
や
を
ら
筆
を
執
つ
て
墨
を
落
す
と
い
ふ
場
合
に
は
、
必
ず
先
づ
端
然
と
居
ず
ま
ひ
を
正
し
、
そ
れ
か
ら
潔
め
の
水
を
蒔
く
と
い
ふ
様
な
事
を
す
る
相
だ
、
之
で
作
物
に
神
秘
な
処
が
あ
る
の
だ
。
 典
拠
2
Ｓ
Ｔ
生
「
著
作
中
の
泉
鏡
花
」
（「
中
央
公
論
」
二
十
一
年
一
号
、
明
治
三
十
九
年
一
月
一
日
）
△
水
入
此
の
父
母
に
し
て
、
此
の
児
あ
り
、
此
の
先
生
に
し
て
、
此
の
弟
子
あ
り
、
然
か
も
彼
の
作
物
あ
り
で
。
（
…
）
旧 も
と
は
主
に
夜
で
あ
つ
た
が
、
近
頃
は
昼
間
も
書
く
。
書
斎
は
六
畳
一
間
限
、
障
子
に
面
し
て
机
が
置
い
て
あ
る
。
而
し
て
其
の
前
に
小
庭
が
あ
る
、
毘
沙
門
様
の
縁
日
で
買
集
め
た
秋
の
七
草
を
始
め
、
春
夏
の
草
花
を
色
々
、
硝
子
越
に
熟
と
見
ら
れ
る
。
机
の
右
傍
に
籠
火
鉢
が
あ
つ
て
、
メ
リ
ン
ス
の
座
蒲
団
が
二
枚
、
其
へ
坐
つ
て
、
刻
莨

旧
は
雲
井
、
近
頃
は
さ
つ
き
巻
莨
は
外
出
の
時
で
も
な
く
て
は
呑
ま
ず

先
づ
香
を
一
燃
し
て
其
香
の
燻
る
頃
、
机
の
上
の
硯
を
取
つ
て
火
鉢
の
上
へ
持
つ
て
行
く
と
、
水
入
の
水
を
硯
に
注
ぐ
（
盖
し
、
水
入
は
一
本
二
銭
五
厘
か
三
銭
ぐ
ら
ゐ
の
青
い
色
を
し
た
御
神
酒
徳
利
。
い
は
れ
は
別
に
な
し
、
先
生
の
玄
関
時
代
か
ら
使
つ
て
ゐ
る
と
云
ふ
事
）
清
め
る
の
で
、
火
鉢
の
火
が
じ
ゆ
う
と
云
ふ
と
、
又
机
の
上
に
置
く
。
そ
れ
か
ら
、
筆
、
墨
、
同
じ
く
清
め
る
。
清
め
て
後
、
机
に
向
ふ
。
墨
は
余
り
濃
く
ら
ず

或
は
つ
て
居
ら
れ
な
い
の
か
も
知
れ
ぬ
。
驚
破
や
、
好
き
敵
ご
さ （マ
マ
）ん
な
れ
と
見
る
と
、
瞬
く
内
に
一
枚
二
枚
、
三
枚
、
四
枚
。
五
枚
、
六
枚
、
七
枚
、
八
枚
。
一
夜
の
内
に
幾
十
枚
！
。
（
…
）
弥
よ
懸
ら
う
と
い
ふ
ま
で
に
は
、
十
日
も
二
十
日
も
打
遣
つ
て
置
く
事
が
あ
り
、
又
一
二
枚
書
い
た
限
、
い
つ
ま
で
も

机
の
上
に
乗
せ
て
あ
る
事
が
あ
る
と
の
話
。
短
い
物
な
ら
一
枚
、
二
枚
、
長
い
物
な
ら
一
回
、
二
回
が
一
番
書
辛
い
処
な
の
で
、
最
初
の
日
は
一
回
書
き
、
次
の
日
は
二
回
書
き
、
四
回
書
き
、
八
回
書
く
、
と
先
づ
恁
云
ふ
順
序
。
恁
て
仕
上
つ
た
品
物
は
、
短
と
な
く
、
長
と
な
く
、
必
ず
原
稿
の
何
れ
か
に
雨
じ
み
の
や
う
な
跡
が
あ
る
が
、
是
は
所
謂
蕪
村
の
句
に

名
人
は
名
人
を
知
る
で

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雲
舟
が
蝿
打
払
ふ
硯
哉
鏡
花
氏
も
無
意
識
な
が
ら
蝿
或
は
虫
な
ど
の
と
ま
つ
た
折
に
彼
の
水
入
の
水
を
注
い
で
原
稿
を
清
め
る
の
で
あ
る
。（
完
）
 注
記

典
拠
2の
著
者
「
Ｓ
Ｔ
生
」
は
、
鏡
花
の
門
人
寺
木
定
芳
（
明
治
十
六
年
二
月
十
八
日
生
、
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
三
日
歿
、
享
年
九
十
。
生
歿
は
鈴
木
祥
井
『
寺
木
だ
ぁ
！
』
財
団
法
人
口
腔
保
健
協
会
、
平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
日
、
に
拠
る
）
が
有
力
だ
が
、
鈴
木
著
に
は
、
寺
木
が
明
治
三
十
七
年
か
ら
四
十
一
年
ま
で
渡
米
し
て
い
た
と
の
記
述
が
あ
る
。
し
か
し
、
後
藤
宙
外
宛
書
簡
（
明
治
三
十
六
年
十
二
月
十
一
日
付
）
に
は
「
友
人
寺
木
子
こ
の
た
び
米
国
に
渡
航
い
た
し
候
に
つ
き
ホ
ン
ノ
原
口
弟
な
ど
内
端
だ
け
に
て
今
晩
常
盤
に
参
り
候
」
と
あ
っ
て
、
当
日
「
原
口
」
春
鴻
、
「
弟
」
斜
汀
ら
と
と
も
に
牛
込
常
盤
亭
（
神
楽
町
三
丁
目
）
で
送
別
の
宴
を
し
た
こ
と
が
判
る
の
で
、
渡
米
は
三
十
六
年
十
二
月
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
村
松
定
孝
『
あ
ぢ
さ
ゐ
供
養
頌
』
（
新
潮
社
、
昭
和
六
十
三
年
六
月
五
日
）
は
、
宙
外
書
簡
を
見
て
い
な
い
が
、
生
前
の
寺
木
か
ら
の
聞
書
と
し
て
、
渡
米
期
を
三
十
六
年
か
ら
四
十
年
ま
で
と
記
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
三
十
九
年
年
頭
に
寺
木
は
在
米
中
で
あ
っ
て
、
米
国
か
ら
原
稿
を
送
る
こ
と
も
全
く
不
可
能
で
は
な
い
が
、
寺
木
で
な
い
と
す
る
と
、
実
弟
泉
斜
汀
が
想
定
さ
れ
る
。
「
Ｓ
Ｔ
生
」
と
い
う
署
名
と
も
矛
盾
し
な
い
し
、
ま
た
当
時
は
神
楽
町
の
鏡
花
留
守
宅
に
居
り
、
外
地
の
寺
木
よ
り
も
は
る
か
に
原
稿
を
書
き
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。
本
文
は
二
回
連
載
で
、
第
一
回
は
前
年
十
二
月
号
（
二
十
年
十
二
号
、
明
治
三
十
八
年
十
二
月
一
日
）。
初
回
の
前
文
に
「
本
号
に
は
鏡
花
氏
の
苦
心
談
を
掲
載
す
る
筈
な
り
し
も
氏
微
恙
あ
り
て
果
た
さ
ず
、
鏡
花
氏
と
懇
意
な
る
某
氏
の
此
を
以
つ
て
之
に
代
ふ
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
執
筆
事
情
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ
の
「
微
恙
」
は
、
三
十
八
年
夏
以
来
の
子
滞
在
の
因
由
で
も
あ
ろ
う
。
第
一
回
は
「
机
」
「
硯
」
「
筆
」
「
墨
」
「
紙
」
「
罫
紙
」
、
第
二
回
は
「
硯
蓋
兼
墨
置
」
「
筆
置
」
「
文
鎮
」
「
水
入
」
の
各
章
か
ら
成
る
。
「
懇
意
な
る
」
者
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
、
本
人
の
苦
心
談
で
は
な
か
な
か
語
り
が
た
い
文
房
具
や
執
筆
の
様
態
を
叙
し
て
貴
重
な
証
言
と
な
っ
て
い
る
。
続
い
て
「
は
な
し
だ
ね
」
に
も
紹
介
さ
れ
、
そ
の
後
鏡
花
の
執
筆
上
の
「
儀
式
」
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
こ
の
「
著
作
中
の
泉
鏡
花
」
を
淵
源
と
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
田
中
純
（
「
幸
福
な
作
家
泉
鏡
花
」
『
作
家
の
横
顔
』
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
三
十
年
七
月
十
日
）
は
「
若
い
頃
に
は
塩
を
一
つ
ま
み
振
り
か
け
た
と
い
う
話
だ
っ
た
。
」
と
も
伝
え
る
。
大
正
四
年
以
降
「
新
小
説
」
編
輯
者
と
し
て
鏡
花
と
交
渉
の
あ
っ
た
田
中
の
言
で
あ
る
が
、
真
偽
の
ほ
ど
は
確
め
ら
れ
な
い
。
な
お
、
典
拠
2文
中
の
「
青
い
色
を
し
た
御
神
酒
徳
利
」
と
「
雨
じ
み
の
や
う
な
跡
が
あ
る
」
自
筆
原
稿
（
と
も
に
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
）
の
写
真
は
平
凡
社
版
『
別
冊
太
陽
泉
鏡
花
』
（
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
二
日
。
一
〇
二
一
〇
三
頁
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
己
酉
三
十
七
歳
四
月
十
五
日
付
「
読
売
新
聞
」（
五
面
）
の
「
文
壇
は
な
し
だ
ね
」
に
、
牛
込
時
代
、
巡
査
か
ら
不
審
な
人
物
と
疑
わ
れ
た
逸
話
が
紹
介
さ
れ
た
。
 典
拠

「
文
壇
は
な
し
だ
ね
」
（「
読
売
新
聞
」
明
治
四
十
二
年
四
月
十
五
日
付
五
面
）
●
鏡
●
花
●
氏
●
と
い
へ
ば
昨
今
の
人
で
な
い
か
ら
そ
の
朝
寝
坊
位
は
知
る
人
に
は
大
分
知
ら
れ
て
る
で
も
あ
ら
う
が
、
そ
れ
が
頗
る
罪
な
事
を
仕
出
か
し
た
話
を
聞
い
た
、
牛
込
の
何
処
ぞ
に
新
任
の
査
公
が
あ
り
、
此
奴
頗
る
の
勉
強
者
で
、
遖 あ
つ
ぱれ
新
任
の
御
手
柄
を
や
り
、
署
長
殿
の
御
覚
え
も
目
出
度
か
ら
し
め
ん
と
焦
慮
あ
せ
つ
て
居
た
処
、
或
る
夜
の
事
、
四
隣
あ
た
り
寂 し
ん
と
し
て
寝
静
ま
つ
て
、
世
は
暗
黒
の
衣 き
ぬ
に
包
ま
れ
果
た
真
夜
中
過
ぎ
、
は
て
首
の
傾
く
。
日
頃
巡
回
の
折
に
目
に
着
い
て
居
た
華
奢
な
搆 か
ま
へ、
板
塀
越
に
オ
イ
と
呼
べ
ば
、
内
か
ら
艶 あ
だ
優
し
い
声
で
オ
ヤ
マ
ア
と
媚 な
ま
めい
た
姿
の
後
れ
毛
を
い
て
見
え
相
な
、
見
越
の
松
に
雪
洞
の
影
の
揺
る
、
て
つ
き
り
鏡
花
式
の
小
説
に
有
り
相
な
、
と
は
一
寸
書
き
過
ぎ
だ
、
査
公
の
―48―
胸
に
は
斯
う
の
気
付
き
も
な
か
つ
た
ら
う
が
、
兎
に
角
艶
な
と
覚
え
て
居
た
処
へ
来
る
と
、
此
家
の
み
は
夜
を
昼
な
る
洋
灯
ら
ん
ぷ
の
火
影
が
塀
越
に
流
る
ゝ
、
足
を
側 そ
ば
め
て
立
寄
り
様
耳
を
澄
ま
す
と
ヒ
ソ

声
、
そ
れ
に
唯
な
ら
ぬ
婀
娜
め
く
女
の
声
も
交
る
、
ハ
テ
と
不
審
を
打
て
ば
又
思
ひ
当
る
、
日
出
で
ゝ
三
竿
容
易
に
朝
戸
を
開
け
ぬ
も
此
家
、
「
よ
し
ツ
、
睨
ん
だ
ぞ
乃
お
公 れ
の
眼
に
」
と
、
此
夜
を
初
頭
そ
も

と
し
て
非
番
も
何
も
搆
は
ば
こ
そ
、
独
り
功
名
の
気
で
夜
な

御
苦
労
に
も
不
眠
不
休
の
警
察
眼
の
本
領
を
よ
此
処
で
発
揮
す
る
事
に
し
た
、
所
が
此
事
何
時
か
知
ら
署
長
殿
の
耳
に
入
つ
て
訊
き
糺
さ
れ
る
と
、
実
は
此
れ

斯
う

と
、
余
程
の
見
付
け
も
の
で
も
し
た
様
な
元
気
で
洩
す
、
と
署
長
殿
そ
れ
を
全
然
す
つ
か
り
茶
々
無
茶
に
し
た
様
な
底
抜
け
笑
ひ
、
「
あ
れ
は
君
泉
●
鏡
●
太
●
郎
●
と
い
つ
て
何
で
も
有
り
や
し
な
い
、
近
頃
売
れ
つ
子
の
小
説
家
鏡
●
花
●
の
事
さ
」
、
査
公
暫
く
開
い
た
口
が
塞
が
ら
ず
、
苦
笑
し
て
引
下
つ
た
と
い
ふ
事
だ
、
蓋
し
鏡
●
花
●
氏
の
癖
と
し
て
夜
更
け
て
の
み
筆
を
取
り
、
夜
を
明
か
す
事
も
珍
し
く
な
い
、
従
つ
て
又
午
前
中
は
丸
々
寝
る
と
い
ふ
様
な
事
も
す
る
そ
れ
が
祟
つ
た
と
云
ふ
訳
だ
相
な
。
 注
記

こ
の
逸
話
の
時
期
は
よ
く
判
ら
な
い
が
、
友
人
谷
活
東
の
遺
稿
「
七
夕
の
夜
」
（
「
新
小
説
」
十
一
年
八
巻
、
明
治
三
十
九
年
八
月
一
日
）
中
に
、
「
前
に
泉
君
が
牛
込
警
察
署
の
探
偵
に
、
甚 ひ
ど
く
疑
ぐ
ら
れ
て
居
た
さ
う
で
、
読
売
新
聞
に
も
其
事
が
出
て
居
た
。
」
と
あ
る
。
活
東
の
い
う
「
読
売
新
聞
」
の
記
事
を
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
右
「
文
壇
は
な
し
だ
ね
」
は
同
紙
二
度
目
の
報
道
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
鏡
花
の
牛
込
南
榎
町
在
住
は
、
明
治
三
十
二
年
秋
（
九
月
二
十
三
日
以
降
）
か
ら
三
十
六
年
一
月
二
十
二
日
ま
で
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
間
の
出
来
事
に
な
る
。
谷
活
東
「
七
夕
の
夜
」
を
め
ぐ
る
交
流
に
関
し
て
は
、
「
補
訂
八
」
の
明
治
三
十
三
年
七
月
七
日
の
項
を
参
照
。
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
己
酉
三
十
七
歳
五
月
一
日
よ
り
十
九
日
ま
で
、
京
都
明
治
座
で
伊
原
青
々
園
作
「
吉
原
心
中
新
比
翼
塚
」
へ
鏡
花
作
「
湯
女
の
魂
」
を
嵌
め
込
ん
だ
「
吉
原
雀
」
（
並
木
萍
水
岩
崎
蕣
花
脚
色
、
六
幕
十
六
場
）
が
上
演
さ
れ
た
。
配
役
は
、
銀
行
員
小
野
輝
爾
＝
秋
月
桂
太
郎
、
彦
多
楼
娼
妓
九
重
＝
喜
多
村
緑
郎
、
農
学
校
会
計
筑
紫
晋
一
郎
＝
小
織
桂
一
郎
、
銀
行
重
役
小
野
隆
＝
熊
谷
武
雄
、
苦
学
車
夫
田
上
眞
砂
男
＝
静
間
小
次
郎
、
輝
爾
の
妻
操
子
＝
丸
山
操
、
陸
軍
少
佐
比
企
基
安
悪
漢
三
椒
大
夫
の
銀
蔵
＝
福
井
茂
兵
衛
、
眞
砂
男
の
妹
お
妙
後
に
芸
妓
小
雛
＝
英
太
郎
ほ
か
。

典
拠
1
花
柳
章
太
郎
「
初
恋
あ
や
め
浴
衣
」
（
『
女
難
花
火
』
雲
井
書
店
、
昭
和
三
十
年
六
月
十
日
再
版
。
＊
初
版
に
は
刊
記
な
し
）
大
阪
へ
行
つ
た
伊
井
、
喜
多
村
、
村
田
、
井
上
の
一
座
は
、
「
不
如
帰
」
と
二
の
替
り
に
「
女
夫
波
」
「
海
潮
音
」
を
出
し
、
四
月
に
師
匠
だ
け
、
そ
の
頃
頭
角
を
現
は
し
か
け
て
来
た
京
都
の
興
行
師
大
谷
竹
次
郎
さ
ん
に
招
か
れ
、
新
京
極
の
明
治
座
へ
出
勤
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。
三
月
の
月
末
、
師
匠
喜
多
村
か
ら
手
紙
で
、
四
月
の
京
都
興
行
か
ら
自
分
の
手
許
に
来
る
や
う
言
は
れ
、
改
め
て
私
も
小
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
の
で
、
共
に
京
都
へ
参
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
（
…
）
秋
月
、
小
織
、
福
井
、
静
間
、
そ
れ
に
喜
多
村
し
し
や
う
を
加
へ
た
顔
触
れ
で
、
狂
言
は
「
艶
録
」
の
通
し
で
し
た
。
（
…
）
四
月
興
行
が
当
つ
た
の
で
、
五
月
の
芝
居
も
そ
の
ま
ゝ
の
顔
振
れ
で
、
替
り
を
打
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
泉
鏡
花
の
「
湯
女
の
魂
」
を
伊
原
青
々
園
の
「
吉
原
心
中
」
へ
篏
め
込
ん
だ
「
吉
原
雀
」
と
い
ふ
芝
居
。
師
匠
は
花
魁
で
、
大
蝙
蝠
に
悩
ま
さ
れ
る
、
宙
乗
り
な
ん
か
が
あ
る
「
け
れ
ん
」
も
の
で
し
た
。
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 典
拠
2
「
劇
界
」
（「
日
出
新
聞
」
明
治
四
十
二
年
四
月
二
十
九
日
付
七
面
）
＊
□
は
欠
字
。
▲
明
治
座
今
回
の
狂
言
「
吉
原
雀
」
の
塲
割
は
左
の
如
し
序
幕
（
吉
原
尾
彦
楼
廻
し
部
屋
、
亀
井
戸
天
神
社
内
茶
店
、
外
神
田
小
野
邸
勘
当
）
二
幕
目
（
根
岸
農
学
校
宿
直
室
、
同
運
動
塲
、
同
門
前
）
三
幕
目
（
龍
泉
寺
町
裏
長
屋
、
橋
塲
比
企
家
別
荘
）
四
幕
目
（
尾
彦
楼
九
重
部
屋
、
夢
の
廊
下
、
同
□
茅
ケ
原
一
つ
家
、
元
の
部
屋
、
大
広
間
愛
想
づ
か
し
）
大
詰
（
同
楼
離
座
敷
大
久
保
躑
躅
園
［
）］
 典
拠
3
「
劇
界
」
（「
日
出
新
聞
」
明
治
四
十
二
年
四
月
三
十
日
付
七
面
）
▲
明
治
座
本
日
開
塲
の
筈
の
処
都
合
に
依
り
一
日
日
延
べ
々
明
日
開
塲
と
決
し
た
る
が
初
日
に
限
り
例
の
如
く
各
等
半
額
に
て
而
か
も
総
幕
出
は
す
筈
な
り
と
「
吉
原
雀
」
の
役
割
は
左
の
如
し
陸
軍
少
佐
比
企
基
安
、
悪
漢
三
椒
太
夫
の
銀
蔵
（
福
井
）
苦
学
車
夫
田
上
眞
砂
男
（
静
間
）
農
学
校
会
計
筑
紫
晋
一
郎
（
小
織
）
彦
多
楼
娼
妓
九
重
（
喜
多
村
）
銀
行
員
小
野
輝
爾
（
秋
月
）
眞
砂
男
の
母
お
仙
（
金
泉
）
銀
行
重
役
小
野
隆
（
熊
谷
）
農
学
校
職
員
杉
浦
啓
作
（
高
部
）
（
…
）
眞
砂
男
の
妹
お
妙
後
に
芸
妓
小
雛
（
英
）
 典
拠
4
八
重
雄
「
明
治
座
の
「
吉
原
雀
」
（
上
）」
（「
日
出
新
聞
」
明
治
四
十
二
年
五
月
五
日
付

七
面
）
▲
五
幕
目
の
作
意
は
重
に
鏡
花
子
が
「
湯
女
の
魂
」
か
ら
胚
胎
し
て
居
る
、
鏡
花
子
作
中
の
女
主
人
公
ヒ
ロ
イ
ン
は
喜
多
村
の
柄
に
あ
る
の
だ
か
ら
大
方
喜
多
村
の
発
意
に
な
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
▲
「
湯
女
の
魂
」
は
芝
居
な
ど
で
は
出
来
ま
い
と
思
は
れ
る
程
幽
玄
な
品
作
で
あ
る
に
も
拘
は
ら
ず
此
位
に
や
れ
ば
成
功
の
方
だ
、
作
者
及
び
喜
多
村
の
労
を
多
と
す
る
▲
多 （
マ
喜 マ
）村
の
九
重
が
夢
中
蝙
蝠
に
連
れ
ら
れ
て
花
道
に
行
き
連
理
引
に
な
る
科 し
ぐ
さは
旨
い
古
い
事
を
新
し
く
見
せ
て
居
る
の
が
手
柄
だ
苦
節
の
塲
は
無
理
酒
を
飲
む
さ
ま
が
亦
河
合
と
趣
が
変
つ
て
好
い
、
小
織
の
筑
紫
と
心
中
な
ら
ぬ
背
中
合
せ
の
自
殺
は
一
寸
目
新
ら
し
く
凄
惨
だ
つ
た
、
着
附
も
凝
り
や
の
事
だ
か
ら
種
々
い
ろ

に
変
つ
て
好
い
殊
に
蝙
蝠
の
模
様
の
着
附
は
実
に
凝
り
に
凝
つ
た
も
の
だ
つ
た
 典
拠
5
「
劇
界
」
（「
日
出
新
聞
」
明
治
四
十
二
年
五
月
二
十
日
付
七
面
）
▲
明
治
座
昨
日
打
揚
げ
た
り
 典
拠
6
宮
島
春
齋
「
京
の
五
月
芝
居
」
（「
歌
舞
伎
」
一
〇
七
号
、
明
治
四
十
二
年
六
月
一
日
）
明
治
座
は
俳
優
六
十
二
名
に
「
吉
原
雀
」
と
題
し
て
役
々
を
は
め
た
る
新
作
、
蕣
花
萍
水
両
君
の
苦
心
に
成
り
、
「
新
比
翼
塚
」
に
鏡
花
子
の
「
湯
女
の
魂
」
を
交
へ
、
高
部
、
英
、
大
井
の
青
年
一
派
を
加
へ
、
喜
多
村
も
今
一
回
と
引
止
め
、
詰
ら
ぬ
役
も
面
白
く
躍
動
し
て
居
る
が
、
（
…
）
娼
妓
九
重
の
喜
多
村
は
花
魁
ら
し
く
、
愛
想
づ
か
し
も
実
地
ら
し
く
、
調
伏
の
蛇
を
見
て
か
ら
夢
と
な
る
な
ど
は
得
意
の
と
こ
ろ
。
総
て
全
体
が
あ
ま
り
取
合
せ
過
ぎ
た
る
塲
面
ゆ
ゑ
、
面
白
け
れ
ど
味
ひ
無
し
。
六
幕
十
六
塲
に
夜
の
十
一
塲
［
時
］
と
は
物
騒
な
る
芝
居
な
り
。
 典
拠
7
「
各地
五
月
芸
信
」
（「
演
芸
画
報
」
三
年
六
号
、
明
治
四
十
二
年
六
月
一
日
）
▲
京
都
（
あ
の
字
報
）
拝
啓
、
花
は
散
り
て
春
は
正
に
暮
れ
申
候
、
例
年
本
月
は
五
月
芝
居
と
か
申
し
十
二
月
の
顔
見
世
と
共
に
当
地
の
芝
居
月
の
由
承
り
居
候
が
、
今
年
は
只
明
治
座
に
新
派
の
大
一
座
が
開
演
致
し
居
り
候
の
み
に
て
其
他
は
さ
し
た
る
事
無
之
候
、
同
座
顔
触
れ
は
福
井
、
秋
月
、
小
織
、
静
間
、
喜
多
村
を
初
め
以
下
六
十
余
人
、
近
来
稀
に
見
る
大
一
座
に
御
座
候
、
狂
言
は
並
木
、
岩
崎
両
氏
の
合
作
「
吉
原
雀
」
に
て
、
こ
れ
は
「
比
翼
塚
」
を
土
台
と
し
「
今
戸
心
中
」
「
湯
女
の
魂
」
な
ど
を
加
味
せ
し
も
の
と
か
、
花
魁
九
重
を
中
心
と
し
て
そ
れ
に
種
々
の
人
物
を
搦
ま
し
頗
る
面
白
く
出
来
上
り
居
り
候
、
さ
れ
共
人
気
宜
し
き
方
に
て
は
無
之
候
、
 注
記

喜
多
村
緑
郎
入
門
直
後
を
回
想
し
た
花
柳
章
太
郎
の
文
を
も
と
に
、
上
演
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
明
治
四
十
一
年
に
門
下
と
な
っ
た
花
柳
は
、
翌
年
三
月
小
学
校
を
卒
え
る
と
す
ぐ
喜
多
村
に
―50―
呼
ば
れ
て
京
都
に
赴
き
、
四
月
の
明
治
座
「
艶
録
」
で
当
地
の
初
舞
台
を
踏
ん
だ
の
だ
が
、
「
吉
原
雀
」
前
後
の
興
行
の
役
割
が
記
さ
れ
て
い
る
の
に
、
こ
の
舞
台
の
役
に
は
言
及
が
無
い
か
ら
、
お
そ
ら
く
出
演
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
上
演
の
主
筋
と
な
っ
た
「
吉
原
心
中
」
は
、
「
吉
原
心
中
新
比
翼
塚
」
と
題
し
て
「
都
新
聞
」
（
明
治
三
十
四
年
四
月
二
十
二
日
十
二
月
六
日
）
に
連
載
さ
れ
た
青
々
園
の
作
を
、
連
載
途
中
の
七
月
に
、
澤
村
源
之
助
が
宮
戸
座
（
十
二
日
初
日
）
で
、
伊
井
蓉
峰
が
演
伎
座
（
十
四
日
初
日
）
で
、
さ
ら
に
水
野
好
美
が
常
盤
座
（
二
十
九
日
初
日
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
新
比
翼
塚
」
と
し
て
上
場
し
た
演
目
で
あ
る
。
当
時
の
幸
堂
得
知
の
劇
評
（
東
帰
坊
「
演
伎
座
劇
評
（
夜
の
部
）
」
「
東
京
朝
日
新
聞
」
明
治
三
十
三
年
七
月
三
十
一
日
付
三
面
）
に
そ
の
粗
筋
が
（
□
は
欠
字
）、
此
「
新
比
翼
塚
」
は
丸
山
作
楽
□
［
が
］
朝
鮮
事
件
よ
り
始
り
遊
女
雲
井
が
異
腹
の
兄
に
苦
界
を
救
ひ
出
さ
れ
中
島
座
付
芝
居
茶
屋
の
女
将
と
成
り
て
よ
り
俳
優
に
欺
さ
れ
て
借
財
に
苦
し
み
其
上
道
路
に
て
彼
俳
優
に
侮
辱
さ
れ
口
惜
し
さ
の
あ
ま
り
に
お
茶
の
水
へ
投
身
す
る
を
土
屋
と
い
ふ
書
生
に
救
は
れ
其
後
再
度
吉
原
品
川
楼
に
身
を
沈
め
谷
豊
栄
に
馴
染
を
重
ね
て
遂
に
相
対
死
を
す
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
右
「
新
比
翼
塚
」
を
骨
子
と
す
る
「
吉
原
雀
」
の
筋
立
て
の
全
容
は
把
捉
し
が
た
い
が
、
典
拠
7に
よ
る
と
、
「
湯
女
の
魂
」
ば
か
り
で
な
く
、
広
津
柳
浪
作
「
今
戸
心
中
」
を
も
取
り
入
れ
た
劇
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
典
拠
4の
劇
評
を
手
が
か
り
に
す
れ
ば
、
「
湯
女
の
魂
」
（
「
新
小
説
」
五
年
六
巻
、
明
治
三
十
三
年
五
月
五
日
）
を
篏
め
込
ん
だ
の
は
五
幕
目
、
「
夢
中
蝙
蝠
に
連
れ
ら
れ
て
花
道
に
行
き
連
理
引
に
な
る
」
場
で
あ
り
、
全
十
九
章
の
う
ち
の
十
四
章
以
下
、
蝙
蝠
が
寝
て
い
た
お
雪
を
誘
き
出
し
、
学
生
小
宮
山
良
介
が
そ
の
後
を
逐
う
場
面
を
活
用
し
た
こ
と
に
な
る
。
「
湯
女
の
魂
」
終
局
部
に
蝙
蝠
の
魔
（
飛
縁
魔
）
に
よ
る
「
連
理
引
」
の
あ
る
が
ゆ
え
に
「
吉
原
雀
」
へ
篏
め
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
評
者
は
「
幽
玄
な
品
作
で
あ
る
に
も
拘
は
ら
ず
此
位
に
や
れ
ば
成
功
の
方
だ
」
と
し
て
い
る
も
の
の
、
典
拠
6は
「
全
体
が
あ
ま
り
取
合
せ
過
ぎ
た
る
塲
面
ゆ
ゑ
、
面
白
け
れ
ど
味
ひ
無
し
」
と
し
、
典
拠
7は
そ
の
景
況
を
「
人
気
宜
し
き
方
に
て
は
無
之
候
」
と
伝
え
て
い
る
。
場
数
は
典
拠
6、
役
割
は
典
拠
3に
従
っ
た
。
劇
の
趣
向
か
ら
す
れ
ば
、
も
と
も
と
「
新
比
翼
塚
」
は
「
心
中
も
の
」
だ
が
、
「
今
戸
心
中
」
で
こ
れ
に
綾
を
加
え
、
「
湯
女
の
魂
」
の
怪
を
取
り
込
ん
だ
の
が
「
吉
原
雀
」
だ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
「
日
出
新
聞
」
（
明
治
四
十
二
年
五
月
十
二
日
付
七
面
）
と
典
拠
7「
演
芸
画
報
」
に
は
、
蝙 、
蝠 、
傘
を
さ
し
た
花
魁
九
重
姿
の
喜
多
村
の
写
真
が
載
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
再
三
言
及
し
て
い
る
が
、「
鏡花
と
新
派
座
談
会
」
（「
演
劇
新
派
」
八
巻
三
号
、
昭
和
十
五
年
三
月
五
日
）
に
お
け
る
喜
多
村
緑
郎
の
「
泉
さ
ん
の
も
の
を
愛
読
し
て
ゐ
た
わ
た
く
し
だ
つ
た
の
で
」
「
泉
さ
ん
に
は
無
断
で
」
「
『
湯
女
の
魂
』
だ
の
『
七
本
桜
』
だ
の
『
髯
題
目
』
だ
の
を
や
り
ま
し
た
。
」
と
の
発
言
の
う
ち
、
「
髯
題
目
」
は
「
雪
中
竹
」
と
改
題
さ
れ
て
明
治
三
十
四
年
一
月
に
大
阪
朝
日
座
で
上
演
さ
れ
て
お
り
（
「
補
訂
八
」
参
照
）、
「
湯
女
の
魂
」
も
本
「
吉
原
雀
」
に
篏
め
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
た
だ
し
、
本
上
演
の
四
十
二
年
は
喜
多
村
が
鏡
花
と
面
識
を
得
た
後
で
あ
り
、
「
無
断
」
で
の
上
演
は
大
阪
時
代
（
明
治
二
十
九
年
三
十
九
年
）
に
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
が
あ
る
。
残
る
「
七
本
桜
」
も
、
作
者
に
「
無
断
」
ゆ
え
に
改
題
の
う
え
上
演
さ
れ
た
公
算
が
大
き
く
、
今
後
調
査
を
続
け
て
確
認
を
果
し
た
い
。
な
お
、
喜
多
村
以
外
で
は
、
明
治
三
十
六
年
八
月
に
藤
澤
浅
二
郎
一
座
に
よ
る
「
七
本
桜
」
上
演
の
予
報
を
確
認
し
て
い
る
（「
補
訂
八
」
参
照
）。
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
己
酉
三
十
七
歳
七
月
二
十
三
日
付
「
読
売
新
聞
」
（
五
面
）
の
「
文
壇
は
な
し
だ
ね
」
で
、
鏡
花
夫
妻
の
甲
武
線
の
汽
車
に
ま
つ
わ
る
話
が
紹
介
さ
れ
た
。
 典
拠

「
文
壇
は
な
し
だ
ね
」
（「
読
売
新
聞
」
明
治
四
十
二
年
七
月
二
十
三
日
付
五
面
）
	此
は
泉
●
鏡
●
花
●
氏
が

子
か
ら
東
京
の
今
の
土
手
三
番
町
の
宅
へ
転
居
ひ
つ
こ
し
て
来
た
当
初
の
―51―
こ
と
或
日
夫
人
同
伴
で
日
本
橋
辺
へ
買
物
に
来
て
の
帰
途
か
へ
り
が
けに
、
お
茶
の
水
の
停
車
場
へ
入
つ
て
甲
武
電
車
券
を
買
つ
て
、
プ
ラ
ツ
ト
ホ
ー
ム
で
待
つ
て
ゐ
た
が
、
何
時
ま
で
待
つ
て
ゐ
て
も
、
汽
車
ば
か
り
で
、
電
車
が
や
つ
て
来
な
い
の
で
、
遂 と
う
とう
我
慢
し
切
れ
ず
、
「
ね
、
貴
方
、
汽
車
で
も
拘 か
ま
は
な
い
の
で
せ
う
。
」
と
夫
人
が
言
ふ
と
、
鏡
花
氏
も
「
然
う
だ
ね
、
大
丈
夫
だ
ら
う
。
」
と
ず
つ
と
ふ
る
い
昔
の
慣
例
を
覚
え
て
ゐ
た
の
で
、
ま
ゝ
よ
と
汽
車
へ
乗
つ
て
終 し
ま
つ
た
ま
で
は
好
か
つ
た
が
、
さ
て
降
り
ね
ば
な
ら
ぬ
市
ケ
谷
見
附
ま
で
来
て
も
、
汽
車
は
用
捨
な
し
に
ズ
ン

行
つ
て
了
つ
た
。
鏡
花
氏
も
夫
人
も
気
が
気
で
は
な
い
、
仮 も
し
急
行
で
で
も
あ
つ
た
ら
何
処
ま
で
持
つ
て
行
か
れ
る
か
知
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
腰
を
浮
か
し
て
ハ
ラ

し
て
ゐ
た
が
、
す
る
う
ち
四
谷
見
附
ま
で
行
つ
て
や
つ
と
停
つ
た
の
で
、
息
を
ふ
き
返
し
た
鏡
花
氏
、
以
来
外
濠
を
通
つ
て
ゐ
る
汽
車
を
見
る
と
身
顫
み
ぶ
る
ひ
す
る
の
だ
さ
う
だ
。
 注
記

「
年
譜
」
に
も
記
し
た
が
、
鏡
花
が
子
を
引
揚
げ
て
土
手
三
番
町
へ
転
居
し
た
の
は
、
こ
の
年
二
月
。
十
九
日
に
は
、
後
藤
宙
外
と
坂
元
三
郎
（
雪
鳥
）
宛
に
転
居
を
知
ら
せ
る
葉
書
を
送
っ
て
お
り
、
三
月
一
日
発
行
の
「
新
小
説
」
に
は
転
居
の
告
知
が
載
っ
た
。
里
見
弴
の
「
泉
鏡
花
」
（「
海
」
通
巻
九
十
五
号
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
一
日
）
に
「
土
手
三
番
町
、

市
ヶ
谷
見
附
の
坂
を
ち
ょ
っ
と
上
が
り
か
け
て
、
右
に
曲
が
っ
た
横
町
だ
が
、
そ
こ
の
前
も
ち
ょ
く
ち
ょ
く
通
っ
て
い
た
。」
と
あ
る
の
に
よ
り
、
お
お
よ
そ
の
位
置
が
判
る
。
話
題
と
な
っ
た
当
時
の
鉄
道
事
情
を
説
明
す
れ
ば
、
明
治
三
十
六
年
三
月
着
工
の
甲
武
鉄
道
（
民
営
）
飯
田
町
中
野
間
の
電
化
工
事
が
完
成
し
、
三
十
七
年
八
月
二
十
一
日
か
ら
同
区
間
内
で
電
気
車
と
蒸
気
機
関
車
牽
引
列
車
と
の
併
用
運
転
が
開
始
さ
れ
、
同
年
十
二
月
三
十
一
日
に
飯
田
町
御
茶
ノ
水
間
、
四
十
一
年
四
月
十
九
日
に
御
茶
ノ
水
昌
平
橋
間
が
開
通
し
た
の
で
あ
る
。
本
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
こ
の
「
電
車
」
と
「
汽
車
」
の
併
用
運
転
を
踏
ま
え
て
初
め
て
理
解
さ
れ
る
。
民
営
甲
武
鉄
道
時
代
に
始
ま
っ
た
こ
の
併
用
運
転
は
、
三
十
九
年
十
月
一
日
の
国
有
化
以
降
も
引
継
が
れ
て
、
国
鉄
最
初
の
電
化
区
間
と
な
り
、
汽
車
も
ま
た
各
駅
に
停
車
し
て
い
た
が
、
国
有
化
に
先
立
つ
三
十
九
年
六
月
十
一
日
、
中
央
東
線
岡
谷
塩
尻
間
が
開
通
し
て
篠
ノ
井
線
に
連
絡
し
、
飯
田
町
長
野
間
の
直
通
列
車
運
行
に
伴
う
ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
り
、
市
ケ
谷
駅
、
信
濃
町
駅
を
通
過
す
る
汽
車
の
あ
る
ダ
イ
ヤ
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
子
滞
在
中
で
ダ
イ
ヤ
改
正
を
知
ら
ず
に
「
ふ
る
い
昔
の
慣
例
を
覚
え
て
ゐ
た
」
鏡
花
が
、「
電
車
」
で
は
な
く
「
汽
車
」
に
乗
り
、
自
宅
最
寄
の
市
ケ
谷
駅
を
通
過
し
た
の
に
肝
を
冷
や
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
記
事
に
は
疑
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
四
十
二
年
七
月
の
時
点
で
、
新
宿
方
面
行
き
「
電
車
」
の
始
発
は
昌
平
橋
、
「
汽
車
」
の
始
発
は
飯
田
町
で
あ
り
、
御
茶
ノ
水
駅
に
汽
車
は
走
っ
て
い
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
電
車
は
頻
発
営
業
（
シ
ャ
ト
ル
サ
ー
ビ
ス
）
に
よ
り
約
七
分
間
隔
で
運
行
し
て
い
た
の
に
対
し
、
汽
車
は
六
十
分
乃
至
九
十
分
間
隔
の
運
行
で
、
「
汽
車
ば
か
り
で
、
電
車
が
や
つ
て
来
な
い
」
状
況
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
点
で
あ
る
（
以
上
、「
飯
田
町
長
野
間
直
通
列
車
運
転
」
広
告
「
都
新
聞
」
明
治
三
十
九
年
六
月
十
一
日
付
四
面
、
電
気
車
研
究
会
編
刊
『
国
鉄
電
車
発
達
史
』
昭
和
三
十
四
年
三
月
二
十
日
、
中
川
浩
一
「
国
電
80年
を
総
括
す
る
」
「
鉄
道
ピ
ク
ト
リ
ア
ル
」
三
十
四
巻
八
号
、
昭
和
五
十
九
年
八
月
一
日
、
大
塚
和
之
「
甲
武
鉄
道
東
京
市
街
鉄
道
線
電
気
運
転
100年
そ
の
1
」「
鉄
道
フ
ァ
ン
」
五
二
四
号
、
平
成
十
六
年
十
二
月
一
日
、
等
を
参
照
）。
「
甲
武
鉄
道
の
電
車
」
（
「
読
売
新
聞
」
明
治
三
十
九
年
九
月
十
五
日
付
三
面
）
に
「
お
茶
の
水
中
野
間
に
使
用
す
る
電
車
は
」
「
運
転
回
数
を
増
加
し
毎
日
午
前
五
時
を
始
め
と
し
て
午
後
十
一
時
三
十
分
を
終
り
と
し
往
復
百
八
十
回
を
運
転
す
る
都
合
と
な
れ
り
此
間
に
約
廿
回
の
汽
車
運
転
あ
れ
ば
合
し
て
二
百
回
は
運
転
せ
り
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
の
も
参
考
に
な
る
。
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
発
表
さ
れ
た
森
田
草
平
の
「
煤
烟
」
二
十
の
三
（
「
東
京
朝
日
新
聞
」
明
治
四
十
二
年
四
月
五
日
付
三
面
）
に
は
、
主
人
公
小
島
要
吉
が
夜
の
御
茶
ノ
水
か
ら
水
道
橋
ま
で
「
電
車
」
に
乗
る
場
面
に
、
「
電
車
は
幾
台
も
着
く
。
直
方
向
を
転
換
し
て
は
又
発
車
す
る
。
」
と
あ
る
。
作
品
内
の
現
在
は
明
治
四
十
一
年
の
年
明
け
の
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
昌
平
橋
駅
開
設
以
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前
、
御
茶
ノ
水
駅
で
折
返
し
運
転
し
て
い
た
こ
ろ
を
反
映
し
た
描
写
だ
が
、
引
用
の
よ
う
に
、
運
行
間
隔
は
短
く
、
典
拠
記
事
の
よ
う
な
「
電
車
が
や
つ
て
来
な
い
」
状
態
で
は
な
い
。
折
返
し
が
昌
平
橋
で
も
事
情
は
同
じ
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
「
は
な
し
だ
ね
」
の
記
者
は
、
三
年
以
上
東
京
を
離
れ
て
い
て
鉄
道
事
情
に
疎
か
っ
た
鏡
花
の
狼
狽
ぶ
り
を
強
調
せ
ん
と
し
て
話
を
構
え
た
と
思
わ
れ
る
が
、
な
お
当
時
の
併
用
運
転
の
実
態
に
つ
い
て
調
査
を
続
け
た
い
。
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
己
酉
三
十
七
歳
八
月
一
日
付
「
読
売
新
聞
」
（
六
面
）
の
「
日
曜
談
叢
」
に
「
尾
崎
紅
葉
が
独
歩
社
の
人
達
の
悪
口
あ
く
こ
うを
言
つ
た
」
と
い
う
話
（
同
紙
七
月
二
十
二
日
付
「
文
壇
は
な
し
だ
ね
」）
の
出
処
が
鏡
花
で
あ
る
、
と
の
記
事
が
載
っ
た
。
 典
拠
1
「
日
曜
談
叢
」
（「
読
売
新
聞
」
明
治
四
十
二
年
八
月
一
日
付
六
面
）
▲
先
日
の
本
紙
の
「
文
壇
は
な
し
だ
ね
」
に
尾
崎
紅
葉
が
独
歩
社
の
人
達
の
悪
口
を
言
つ
た
と
云
ふ
記
事
に
対
し
阪
（
マ
マ
）本
紅
蓮
洞
氏
か
ら
怒
つ
て
来
た
、
「
日
曜
談
叢
」
は
「
文
壇
は
な
し
だ
ね
」
と
は
領
分
が
違
ふ
か
ら
此
処
で
正
誤
す
る
の
は
当
を
得
て
居
な
い
が
友
人
の
頼
み
だ
か
ら
出
し
て
置
く
、
独
歩
社
の
出
来
た
の
は
二
三
年
前
の
事
で
此
時
分
に
は
既
に
紅
葉
は
独
歩
の
追
悼
法
会
の
席
上
で
演
説
を
し
た
赤
坂
の
円
通
寺
の
住
職
な
る
も
の
に
引
導
を
渡
さ
れ
て
か
ら
四
五
年
後
の
事
で
あ
る
が
幽
霊
で
も
出
て
来
て
悪
口
を
云
ふ
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
本
物
の
紅
葉
が
悪
口
を
言
ふ
理
屈
は
な
い
筈
、
実
は
あ
の
話
の
出
処
は
泉
鏡
花
と
の
事
、
し
て
見
れ
ば
此
れ
は
例
の
神
秘
的
の
筆
法
か
ら
来
た
も
の
だ
ら
う
 典
拠
2
「
文
壇
は
な
し
だ
ね
」
（「
読
売
新
聞
」
明
治
四
十
二
年
七
月
二
十
二
日
付
五
面
）
中
元
で
思
出
し
た
が
、
之
は
故
尾
●
崎
●
紅
●
葉
●
氏
●
が
存
生
中
の
こ
と
、
何
で
も
独
歩
社
が
何
処
か
ゝ
ら
、
稿
料
の
前
触
が
非
常
に
仰
山
で
、
さ
て
中
元
に
な
る
と
五
円
紙
幣
一
枚
だ
け
を
包
ん
で
来
た
。
利
か
ぬ
気
の
紅
葉
氏
は
、
其
を
直
ぐ
風
●
月
●
堂
●
の
五
円
切
手
に
し
て
中
元
の
返
礼
に
し
た
さ
う
だ
。
 注
記

「
日
曜
談
叢
」
は
坂
本
紅
蓮
洞
（
慶
応
二
年
九
月
二
十
四
日
生
、
大
正
十
四
年
十
二
月
十
六
日
歿
、
享
年
六
十
）
の
抗
議
に
よ
り
「
文
壇
は
な
し
だ
ね
」
の
記
事
の
誤
り
を
指
摘
し
た
あ
と
、
そ
の
話
の
出
処
を
鏡
花
だ
と
す
る
。
し
か
し
「
文
壇
は
な
し
だ
ね
」
は
、
独
歩
社
の
中
元
に
利
か
ぬ
気
を
起
し
た
紅
葉
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
っ
て
、
紅
葉
が
直
接
に
独
歩
社
の
「
悪
口
」
を
云
っ
た
と
い
う
内
容
で
は
な
い
。
中
元
の
金
額
「
五
円
」
は
、
紅
葉
の
「
金
色
夜
叉
」
連
載
当
時
の
稿
料
が
五
円
と
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
こ
の
金
額
は
、
の
ち
「
明
治
大
正
昭
和
文
芸
座
談
会
」
「
文
芸
春
秋
」
十
一
巻
五
号
、
昭
和
八
年
五
月
一
日
、
お
よ
び
「
明
治
文
壇
を
語
る
座
談
会
」
「
現
代
」
十
五
巻
三
号
、
昭
和
九
年
三
月
一
日
、
等
の
座
談
会
で
も
話
題
に
上
っ
て
い
る
）。
連
載
一
回
分
の
金
額
を
中
元
と
し
た
独
歩
社
に
我
慢
な
ら
ず
、
同
額
の
金
券
を
突
き
返
し
た
と
い
う
話
が
誤
報
で
あ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
話
題
の
出
処
が
鏡
花
で
あ
る
か
ど
う
か
も
定
か
で
は
な
い
が
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
素
地
に
は
、
か
つ
て
の
硯
友
社
系
民
友
社
系
の
作
家
の
対
立
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
独
歩
の
晩
年
、
紅
葉
門
下
の
小
栗
風
葉
や
柳
川
春
葉
は
龍
土
会
を
通
じ
て
独
歩
に
接
近
し
て
い
た
か
ら
、
紅
葉
に
最
も
近
い
鏡
花
が
こ
の
話
の
提
供
者
に
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
坂
本
紅
蓮
洞
は
近
事
画
報
社
に
在
っ
て
、
独
歩
の
「
近
事
画
報
」
に
対
し
「
美
観
画
報
」
の
編
輯
を
し
て
い
た
。
日
露
戦
後
、
経
営
不
振
の
同
社
を
引
継
い
で
「
独
歩
社
」
の
設
立
さ
れ
た
の
が
明
治
三
十
九
年
六
月
、
さ
る
三
十
六
年
十
月
に
逝
去
し
た
紅
葉
と
の
交
渉
が
成
り
立
つ
は
ず
も
な
い
か
ら
、
独
歩
社
に
も
出
入
し
て
い
た
紅
蓮
洞
が
「
怒
つ
て
来
た
」
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
紅
蓮
洞
と
独
歩
と
の
関
係
は
、
歿
後
の
「
読
売
新
聞
」
（
明
治
四
十
一
年
六
月
二
十
五
日
付

三
面
）
に
「
坂
本
易
徳
氏
談
」
と
し
て
載
る
「
独
歩
氏
の
遊
振
り
」
、
同
じ
く
本
名
で
書
い
た
「
近
事
画
報
社
時
代
の
独
歩
」
（
「
趣
味
」
三
巻
八
号
、
同
八
月
一
日
）
に
詳
し
く
、
独
歩
社
以
来
、
交
友
を
重
ね
た
窪
田
空
穂
の
『
濁
れ
る
川
』
（
国
民
文
学
社
抒
情
詩
社
、
大
正
四
年
五
月
五
日
）
に
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は
、
「
つ
む
じ
風
来
る
か
に
似
て
は
紅
蓮
洞
あ
ら
は
れ
来
り
世
を
し
罵
る
」
以
下
、
紅
蓮
洞
を
詠
ん
だ
十
一
首
を
収
め
る
。
ま
た
水
上
瀧
太
郎
の
追
悼
文
「
紅
蓮
洞
」
（『
第
四
貝
殻
追
放
』
大
岡
山
書
店
、
昭
和
四
年
七
月
一
日
）
が
彼
の
人
と
な
り
を
語
っ
て
余
蘊
無
く
、
佐
々
木
光
「
グ
レ
さ
ん
と
い
う
人
明
治
大
正
文
壇
名
物
男
坂
本
紅
蓮
洞
」
（
「
日
本
古
書
通
信
」
六
十
三
巻
十
号
、
平
成
十
年
十
月
十
五
日
）
が
生
涯
の
全
体
を
展
望
し
た
文
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
鏡
花
と
紅
蓮
洞
と
は
、
大
正
三
年
七
月
十
二
日
画
博
堂
主
催
「
怪
談
会
」
で
の
同
席
が
認
め
ら
れ
る
（「
年
譜
」
参
照
）。
「
は
な
し
だ
ね
」
の
記
事
は
独
歩
の
一
周
忌
後
の
話
題
を
供
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
一
周
忌
の
法
会
は
、
明
治
四
十
二
年
六
月
二
十
三
日
午
後
三
時
よ
り
、
赤
坂
一
ツ
木
円
通
寺
で
営
ま
れ
た
（
「
時
報
」
「
新
小
説
」
十
四
年
七
巻
、
明
治
四
十
二
年
七
月
一
日
、
お
よ
び
「
文
芸
消
息
」
「
早
稲
田
文
学
」
復
刊
四
十
五
号
、
同
八
月
一
日
）。
同
寺
の
住
職
は
前
年
の
葬
儀
の
際
に
も
導
師
を
務
め
た
中
里
日
勝
で
あ
る
。
独
歩
と
紅
葉
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
紅
葉
歿
の
前
年
『
現
代
百
人
豪
』
（
新
聲
社
、
明
治
三
十
五
年
四
月
十
八
日
）
で
「
尾
崎
紅
葉
」
を
担
当
し
た
独
歩
が
紅
葉
の
前
期
の
文
学
（
「
伽
羅
枕
」
「
三
人
妻
」
）
を
「
洋
装
せ
る
元
禄
文
学
で
あ
る
」
と
断
じ
た
こ
と
が
遍
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
『
欺
か
ざ
る
の
記
』
後
（
隆
文
館
左
久
良
書
房
、
明
治
四
十
二
年
一
月
五
日
）
に
拠
る
と
、
民
友
社
時
代
「
国
民
之
友
」
の
編
輯
に
携
わ
っ
て
い
た
独
歩
は
、
明
治
二
十
八
年
六
月
二
十
二
日
の
午
後
、
同
誌
夏
期
附
録
へ
の
寄
稿
を
依
頼
す
べ
く
紅
葉
の
許
を
訪
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
た
紅
葉
は
小
西
増
太
郎
の
訳
稿
に
手
を
入
れ
て
、
八
月
二
十
三
日
発
行
の
第
二
五
九
号
か
ら
小
西
と
の
共
訳
で
ト
ル
ス
ト
イ
原
作
「
名
曲
ク
レ
ー
ツ
エ
ロ
ワ
」
（
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
ソ
ナ
タ
）
を
連
載
し
た
。
独
歩
と
紅
葉
と
の
交
渉
は
、
か
く
編
輯
者
と
作
家
と
の
関
係
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
、
「
は
な
し
だ
ね
」
の
記
事
は
あ
な
が
ち
無
稽
と
も
言
え
ぬ
の
で
あ
る
。
明
治
三
十
六
年
十
一
月
二
日
、
青
山
斎
場
で
行
わ
れ
た
紅
葉
の
葬
儀
の
会
葬
者
は
三
百
余
名
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
に
国
木
田
哲
夫
の
名
前
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
（
「
二
六
新
報
」
明
治
三
十
六
年
十
一
月
三
日
付
三
面
）。
こ
の
と
き
門
生
一
同
を
代
表
し
て
鏡
花
が
読
ん
だ
弔
詞
を
独
歩
も
聴
い
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
徳
富
蘆
花
「
国
木
田
君
の
「
我
」 」
（
「
趣
味
」
三
巻
八
号
、
明
治
四
十
一
年
八
月
一
日
）
に
よ
れ
ば
、
紅
葉
葬
儀
が
終
っ
て
か
ら
蘆
花
の
と
こ
ろ
を
訪
れ
た
独
歩
は
、
蘆
花
に
な
ぜ
葬
儀
に
行
か
な
か
っ
た
の
か
、
と
詰
問
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
独
歩
は
第
三
回
紅
葉
祭
（
明
治
三
十
八
年
十
二
月
十
六
日
）
に
も
出
席
、
寄
書
の
葉
書
を
田
村
三
治
宛
に
送
っ
て
い
る
（
学
習
研
究
社
版
『
定
本
国
木
田
独
歩
全
集
』
別
巻
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
一
日
増
訂
版
）。
雨
声
会
（
第
二
回
、
明
治
四
十
年
十
月
十
八
日
）
で
の
同
席
の
ほ
か
に
、
独
歩
と
鏡
花
と
の
交
渉
の
実
態
は
い
ま
だ
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
が
、
か
つ
て
独
歩
作
「
牛
肉
と
馬
鈴
薯
」
と
鏡
花
作
「
祝
盃
」
の
会
話
体
の
対
照
に
つ
い
て
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
（
「
解
説
」
岩
波
書
店
版
『
新
編
泉
鏡
花
集
』
第
三
巻
、
平
成
十
五
年
十
二
月
五
日
）。
先
述
の
よ
う
に
、
同
門
の
風
葉
や
春
葉
が
晩
年
の
独
歩
と
交
流
を
持
っ
た
の
に
対
し
、
子
滞
在
中
で
あ
っ
た
鏡
花
に
は
交
渉
の
契
機
が
生
じ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
己
酉
三
十
七
歳
十
月
二
十
一
日
付
「
読
売
新
聞
」
（
五
面
）
の
「
文
壇
は
な
し
だ
ね
」
に
、
鏡
花
の
「
強
記
」
の
さ
ま
が
報
じ
ら
れ
た
。
 典
拠

「
文
壇
は
な
し
だ
ね
」
（「
読
売
新
聞
」
明
治
四
十
二
年
十
月
二
十
一
日
付
五
面
）
◎
泉
●
鏡
●
花
●
君
●
は
非
常
に
強
記
な
人
で
十
二
三
年
前
の
些 ち
よ
つと
会
つ
た
人
で
も
名
も
覚
え
て
ゐ
れ
ば
顔
容
か
ほ
つ
き
ま
で
忘
れ
な
い
甞
て
紅
葉
山
人
の
門
に
ゐ
た
頃
も
方
角
の
立
た
ぬ
名
刺
や
書
信
が
来
る
と
直
ぐ
に
鏡
花
君
に
占
は
せ
た
も
の
で
あ
る
が
其
辺
か
ら
の
推
測
だ
か
何
う
か
先
頃
或
る
新
聞
に
出
た
文
士
の
遊
び
振
り
を
書
い
た
記
事
の
中
に
は
本
人
さ
へ
忘
れ
て
ゐ
た
女
の
名
ま
で
あ
る
の
で
「
屹
度
是
は
鏡
花
か
ら
材
料
が
出
た
の
だ
」
と
の
が
盛
ん
に
あ
る
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 注
記

鏡
花
作
品
の
生
成
を
理
解
す
る
う
え
で
、
こ
の
「
強
記
」
は
見
落
す
こ
と
の
で
き
ぬ
資
性
で
あ
ろ
う
。
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
己
酉
三
十
七
歳
十
一
月
二
十
九
日
付
「
毎
日
電
報
」
（
四
面
）
に
、
翌
月
一
日
か
ら
の
講
釈
師
大
川
新
に
よ
る
「
風
流
線
」
の
口
演
（
於
牛
込
大
和
亭
）
が
報
じ
ら
れ
た
。
 典
拠

「
演
芸
」
（「
毎
日
電
報
」
明
治
四
十
二
年
十
一
月
二
十
九
日
付
四
面
）
▲
大 、
川 、
新 、
の 、
風 、
流 、
線 、
来
月
一
日
よ
り
牛
込
大
和
亭
に
於
て
大
川
新
は
眉
山
の
神
出
鬼
没
、
鏡
花
の
風
流
線
外
一
席
を
演
ず
る
筈
に
て
助
演
は
如
燕
々
国
な
り
と
 注
記

右
の
報
は
、
吉
沢
英
明
編
刊
『
講
談
明
治
編
年
史
』
（
昭
和
五
十
四
年
三
月
。
刊
行
日
記
載
な
し
）
に
録
さ
れ
て
い
る
。
所
演
の
大
川
新
は
の
ち
大
谷
内
越
山
と
改
名
し
た
。
三
省
堂
版
『
日
本
芸
能
人
名
事
典
』
（
平
成
七
年
七
月
十
日
）
に
、
明
治
一
八
（



）八
昭
和
二
一
（


	

）一
二
〇
明
治
～
昭
和
期
の
講
釈
師
宗
教
家
。
新
潟
県
長
岡
生
ま
れ
。
本
名
は
新
吉
。
も
と
中
学
教
師
か
ら
講
釈
界
に
は
い
り
明
治
四
〇
年
代
に
二
代
桃
川
如
燕
門
で
大
川
新
と
称
し
た
。
ほ
ど
な
く
大
谷
内
越
山
と
改
名
し
、
内
外
の
文
芸
作
品
を
講
談
化
し
て
評
判
と
な
っ
た
。
大
正
期
に
講
談
革
新
運
動
の
旗
手
と
し
て
活
躍
。
家
庭
の
不
幸
が
つ
づ
い
て
し
だ
い
に
社
会
事
業
や
宗
教
に
関
心
が
移
り
、
昭
和
二
年
（
）仏
門
に
は
い
っ
て
、
事
実
上
引
退
し
た
。
と
あ
る
が
、
右
「
毎
日
電
報
」
の
報
と
同
年
四
月
十
七
日
付
「
東
京
朝
日
新
聞
」
（
七
面
）
に
は
、
▲
大
川
新
の
不
遇
中
学
の
教
授
で
あ
つ
た
と
い
ふ
大
谷
新
は
小
さ
ん
に
頼
ん
で
落
語
家
と
な
り
次
に
浪
花
節
へ
も
首
を
突
込
ん
だ
が
思
は
し
く
な
い
の
で
大
川
新
と
改
め
講
談
の
正
義
派
へ
加
入
し
て
コ
ツ

叩
い
て
ゐ
る
が
一
向
に
意
気
が
昂 あ
が
ら
な
い
心
柄
と
は
云
へ
先
生
の
不
遇
ま
た
同
情
す
べ
き
で
あ
る
と
の
記
事
が
見
え
る
。「
不
遇
」
は
こ
の
講
釈
師
の
宿
業
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
後
の
大
正
二
年
、
「
新
小
説
」
一
月
号
（
鏡
花
「
五
大
力
」
掲
載
）
の
附
録
「
講
談
と
落
語
」
に
越
山
に
よ
る
「
風
流
線
」
の
口
演
筆
記
が
載
っ
て
お
り
（
「
年
譜
」
記
載
済
み
）、
同
年
四
月
二
十
六
日
付
「
東
京
二
六
新
聞
」
夕
刊
三
面
に
も
「
第
二
回
越
山
会
」
と
し
て
、
日
本
橋
木
原
亭
で
の
「
風
流
線
」
、
露
伴
作
「
五
重
塔
」
、
越
山
自
作
「
維
新
三
傑
」
の
口
演
予
定
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
吉
沢
英
明
編
刊
『
講
談
大
正
編
年
史
』
昭
和
五
十
六
年
一
月
。
刊
行
日
記
載
な
し
）。
「
風
流
線
」
の
初
演
は
、
明
治
四
十
年
七
月
の
本
郷
座
（
十
四
日
初
日
。
佐
藤
紅
緑
脚
色
。
出
演
喜
多
村
緑
郎
、
藤
澤
浅
二
郎
、
中
野
信
近
ら
）
で
あ
る
が
、
講
釈
に
よ
っ
て
も
口
演
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
川
上
眉
山
の
「
神
出
鬼
没
」
は
明
治
三
十
三
年
「
二
六
新
報
」
連
載
（
七
月
二
十
七
日
十
一
月
二
十
九
日
）
後
、
三
十
五
年
青
木
嵩
山
堂
よ
り
二
分
冊
で
刊
行
（
前
一
月
四
日
、
後
九
月
一
日
）
さ
れ
た
。
席
亭
の
大
和
亭
は
、
牛
込
山
吹
町
に
あ
っ
た
釈
場
で
あ
る
。
鏡
花
作
品
の
上
演
と
い
え
ば
、
従
来
は
専
ら
演
劇
や
映
画
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
本
項
の
ご
と
く
話
芸
に
よ
る
上
演
に
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
い
ま
だ
調
査
が
行
き
届
い
て
い
な
い
も
の
の
、
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
明
治
三
十
八
年
六
月
の
「
新
潮
」
（
二
巻
七
号
、
十
五
日
発
行
）
掲
載
、
女
流
噺
家
若
柳
燕
嬢
の
談
話
「
は
な
し
家
の
小
説
観
」
に
は
、
私
が
高
座
に
か
け
ま
し
た
数
々
の
小
説
の
内
で
、
最
も
喝
采
を
博
し
た
の
は
何
を （マ
マ
）云
つ
て
も
紅
葉
さ
ん
の
「
取
舵
」
で
す
ね
。
あ
れ
な
ら
ど
ん
な
ワ
イ

連
で
も
静
粛
に
聞
い
て
く
れ
ま
す
よ
。
大
阪
の
や
う
な
あ
ん
な
淫
靡
な
土
地
で
も
大
喝
采
で
し
た
。
（
…
）
幸
田
先
生
の
一
口
劔
な
ど
も
大
喝
采
で
す
ね
。
然
し
又
あ
れ
は
ど
う
も
講
談
風
に
出
来
て
ま
す
―55―
か
ら
、
私
の
身
に
な
る
と
演
り
悪
い
こ
と
は
一
通
り
ぢ
や
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
り
や
妙
で
す
よ
、
土
地

に
よ
り
ま
し
て
ね
、
（
…
）
本
所
深
川
と
来
ま
す
と
塲
所
柄
だ
け
に
コ
ウ
い
さ
み
な
者
が
好
い
ん
で
す
ね
、
（
…
）
鏡
花
さ
ん
の
「
湯
女
」
は
下
宿
屋
へ
入
る
処
ま
で
演
り
ま
す
。
と
あ
る
。
「
最
も
喝
采
を
博
し
た
」
「
紅
葉
さ
ん
の
「
取
舵
」 」
は
紅
葉
名
義
で
発
表
さ
れ
た
鏡
花
作
品
で
あ
り
、
「
湯
女
の
魂
」
は
明
治
三
十
三
年
三
月
の
文
学
者
講
談
会
で
の
鏡
花
自
身
の
口
演
の
の
ち
、
「
新
小
説
」
五
月
号
に
載
っ
た
。
「
下
宿
屋
へ
入
る
処
」
は
最
終
十
九
章
だ
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
全
編
の
口
演
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
燕
嬢
の
こ
と
は
尾
崎
紅
葉
の
「
病
間
記
」
明
治
三
十
六
年
二
月
七
日
の
条
に
「
夜
新
芸
林
表
紙
を
携
へ
わ
ら
店
亭
の
主
を
訪
ひ
始
て
燕
嬢
の
講
談
を
聞
く
」
と
見
え
て
い
る
（「
わ
ら
店 だ
な亭
」
は
牛
込
区
袋
町
三
番
地
の
寄
席
。
四
十
一
年
一
月
に
和
良
店
演
芸
館
と
改
称
）。
『
女
優
か
ゞ
み
』
（
杉
浦
出
版
部
、
大
正
元
年
十
一
月
三
日
）
に
よ
れ
ば
、
燕
嬢
の
本
名
は
藤
生
操
子
、
明
治
十
一
年
十
月
東
京
芝
生
れ
、
女
流
英
学
者
藤
生
貞
子
の
妹
で
、
書
生
芝
居
の
役
者
座
光
寺
天
（
本
名
千
葉
秀
甫
）
と
恋
に
陥
り
、
若
柳
燕
嬢
と
名
乗
っ
て
三
遊
派
よ
り
寄
席
に
出
た
の
ち
、
千
葉
と
別
れ
て
女
優
に
転
じ
、
三
崎
座
や
新
富
座
に
出
演
、
今
は
壮
士
役
者
静
間
三
郎
と
夫
婦
に
な
り
、
名
古
屋
に
居
る
、
と
い
う
。
当
り
役
は
「
金
色
夜
叉
」
の
宮
、
と
も
あ
る
が
、
歿
年
は
確
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
「
泉
鏡
花
座
談
会
」
（
昭
和
二
年
八
月
）
で
は
、
鏡
花
の
「
「
金
時
計
」
と
云
ふ
の
を
落
語
家
が
や
つ
た
の
を
御
存
知
で
す
か
」
と
の
問
い
を
受
け
た
久
保
田
万
太
郎
が
「
川
上
秋
月
で
す
か
、
最
近
私
は
動
坂
の
或
寄
席
で
聞
い
た
が
、
」
と
答
え
て
い
る
。
「
金
時
計
」
の
寄
席
で
の
口
演
を
鏡
花
も
承
知
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
川
上
秋
月
は
『
日
本
芸
能
人
名
事
典
』
に
、
明
治
六
（



）三
七
	昭
和
一
八
（




）一
一
二
〇
明
治
～
昭
和
初
期
の
寄
席
色
物
芸
人
。
本
名
は
平
井
芳
之
助
。
一
説
に
は
は
じ
め
初
代
笑
福
亭
福
松
の
門
で
笑
福
亭
勢
楽
。
そ
の
後
川
上
音
二
郎
一
座
に
は
い
り
川
上
元
次
郎
。
明
治
三
〇
年
代
に
は
川
上
秋
月
の
名
で
新
講
談
に
転
じ
、
色
物
寄
席
で
お
題
噺
（
客
か
ら
品
物
を
借
り
そ
れ
を
洒
落
な
が
ら
話
を
ま
と
め
る
）
を
十
年
一
日
の
ご
と
く
演
じ
た
。
昭
和
七
年
（




）ご
ろ
に
は
高
座
か
ら
引
退
し
て
い
た
。
と
出
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
今
回
は
時
日
を
特
定
で
き
る
大
川
新
の
「
風
流
線
」
の
場
合
の
み
に
止
ま
っ
た
が
、
上
記
若
柳
燕
嬢
や
川
上
秋
月
ら
の
口
演
の
実
態
に
つ
い
て
、
今
後
立
項
で
き
る
よ
う
調
査
を
進
め
た
い
。
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
己
酉
三
十
七
歳
十
二
月
十
一
日
付
「
読
売
新
聞
」
（
五
面
）
の
「
文
壇
は
な
し
だ
ね
」
に
「
小
石
川
の
知
人
」
を
訪
ね
た
お
り
の
逸
話
が
報
じ
ら
れ
た
。
 典
拠

「
文
壇
は
な
し
だ
ね
」
（「
読
売
新
聞
」
明
治
四
十
二
年
十
二
月
十
一
日
付
五
面
）
泉
●
鏡
●
花
●
君
此
程
小
石
川
の
知
人
を
訪
ぬ
る
時
わ
ざ
わ
ざ
砲
兵
工
か
ら
明
る
い
表
町
の
方
へ
回
し
て
行
つ
た
が
其
の
家
に
着
い
た
時
の
顔
は
ま
る
で
青
菜
の
や
う
だ
つ
た
と
い
ふ
。
氏
ほ
ど
夜
を
怖
れ
る
も
の
は
有
る
ま
い
と
の
事
だ
。
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
庚
戌
三
十
八
歳
六
月
十
八
日
付
「
読
売
新
聞
」
（
五
面
）
の
「
は
な
し
だ
ね
」
に
、
二
葉
亭
四
迷
と
鏡
花
の
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
坂
元
雪
鳥
に
よ
れ
ば
、
生
前
の
二
葉
亭
を
誘
っ
て
子
滞
在
中
の
鏡
花
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
っ
た
（
明
治
四
十
一
年
の
春
カ
）
と
い
う
。
 典
拠
1
「
は
な
し
だ
ね
」
（「
読
売
新
聞
」
明
治
四
十
三
年
六
月
十
八
日
付
五
面
）
故
二
●
葉
●
亭
●
は
鏡
●
花
●
君
に
向
つ
て
私
が
も
し
日
本
の
小
説
を
外
国
へ
紹
介
す
る
場
合
に
は
第
一
に
あ
な
た
の
を
訳
さ
う
と
思
ふ
貴
君
あ
な
た
の
作
は
誰
よ
り
も
日
本
の
特
色
が
出
て
ゐ
る
と
言
つ
た
さ
う
な
が
不
幸
に
し
て
二
葉
亭
は
其
企 く
は
だ
てを
果
さ
ず
し
て
死
む
だ
鏡
花
君
は
今
で
も
ま
だ
其
事
を
言
つ
て
居
る
―56―
 典
拠
2
坂
元
雪
鳥
「
書
齊 （マ
マ
）の
思
ひ
出
」
（「
書
齋
」
創
刊
号
、
大
正
十
五
年
二
月
十
五
日
）
◇
鏡
花
氏
の
子
の
僑
居
家
の
前
を
通
り
か
ゝ
つ
た
か
ら
、
そ
の
頃
子
に
ゐ
た
泉
鏡
花
氏
の
書
斎
へ
長
谷
川
二
葉
亭
氏
を
引
張
り
込
ん
だ
。
春
で
は
あ
つ
た
が
寒
い
日
で
あ
つ
た
。
今
の
や
う
に
ブ
ー

自
動
車
が
通
る
で
は
な
し
、
通
り
に
面
し
た
二
階
で
も
別
に
砂
利
に
軋
る
轍
の
音
も
聞
え
な
か
つ
た
。
御
用
邸
道
に
面
し
た
い
は
ゞ
長
屋
建
の
家
で
あ
つ
た
か
ら
、
さ
し
た
る
設
備
が
あ
る
訳
も
な
く
、
六
畳
か
の
表
二
階
が
主
人
公
の
書
斎
で
あ
つ
た
。
茲
で
あ
の
玄
妙
不
可
思
議
な
想
像
を
逞
し
う
し
て
彩
管
を
揮
ふ
の
か
と
思
ふ
と
、
極
端
に
殺
風
景
な
新
聞
社
の
編
輯
室
で
物
を
書
い
て
ゐ
た
身
に
も
、
い
さ
ゝ
か
意
外
の
感
な
き
を
得
な
か
つ
た
。
そ
の
室
の
印
象
と
し
て
残
る
も
の
は
、
思
ひ
切
り
小
い
机
、
そ
の
上
に
は
土
佐
改
良
半
紙
が
丁
寧
に
展
べ
ら
れ
て
卦
算
を
置
い
て
あ
つ
た
事
と
、
そ
の
室
に
に （マ
マ
）少
し
不
釣
合
な
猫
脚
の
御
殿
風
の
火
鉢
が
据
ゑ
て
あ
つ
た
事
と
で
あ
つ
た
。
こ
の
机
も
火
鉢
も
六
番
町
の
住
宅
へ
移
つ
て
来
た
筈
で
あ
る
。
思
ひ
出
す
の
は
、
そ
の
時
鏡
花
氏
が
本
棚
か
ら
不
似
合
千
万
な
洋
書
を
取
り
出
し
て
、
こ
れ
は
戦
争
か
ら
帰
つ
た
男
が
分
捕
品
だ
と
い
つ
て
呉
れ
た
の
だ
が
、
未
だ
何
の
書
だ
か
読
ん
で
貰
つ
た
事
が
な
い
と
い
つ
て
、
露
語
に
明
る
い
二
葉
亭
氏
の
前
に
差
置
い
た
。
そ
れ
は
経
済
学
の
本
で
あ
る
と
宣
告
さ
れ
て
、
主
人
は
勿
論
坐
に
列
な
つ
た
私
ま
で
然
た
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
一
事
で
あ
る
。
 注
記

従
来
、
二
葉
亭
四
迷
と
鏡
花
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
神
田
謹
三
（
本
名
田
島
金
次
郎
）
の
「
二
葉
亭
と
鏡
花
」
（
岩
波
書
店
版
「
鏡
花
全
集
月
報
」
十
三
号
、
昭
和
六
年
十
一
月
）
以
外
に
ほ
と
ん
ど
言
及
を
み
な
い
。
典
拠
1は
、
神
田
文
と
同
趣
の
翻
訳
を
め
ぐ
る
両
者
の
片
々
た
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
が
、
子
滞
在
中
、
坂
元
雪
鳥
を
介
し
て
そ
の
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
を
具
体
的
に
示
す
の
が
典
拠
2
で
あ
る
。
各
々
時
日
を
特
定
で
き
な
い
た
め
、
一
括
し
て
本
項
に
ま
と
め
た
。
同
門
小
栗
風
葉
、
柳
川
春
葉
、
徳
田
秋
聲
の
三
人
が
出
席
し
た
二
葉
亭
渡
露
送
別
会
（
明
治
四
十
一
年
六
月
六
日
、
於
上
野
精
養
軒
）
に
欠
礼
し
た
鏡
花
だ
が
、
す
で
に
「
年
譜
」
に
も
記
し
た
通
り
、
四
十
二
年
六
月
二
日
の
染
井
墓
地
に
お
け
る
二
葉
亭
の
葬
儀
に
列
席
し
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
交
流
の
証
で
あ
ろ
う
。
典
拠
2の
筆
者
雪
鳥
坂
元
三
郎
（
明
治
十
二
年
四
月
二
十
五
日
生
、
昭
和
十
三
年
二
月
五
日
歿
、
享
年
六
十
。
柳
河
藩
士
白
仁
成
功
の
三
男
、
福
岡
生
れ
。
明
治
四
十
一
年
、
鹿
児
島
の
医
家
坂
元
常
彦
の
養
子
と
な
る
）
は
能
楽
評
論
家
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
旧
姓
白
仁
の
頃
か
ら
鏡
花
と
親
交
が
あ
り
、

子
よ
り
発
信
の
書
簡
下
書
（
番
号
42。
白
仁
三
郎
宛
）
と
、
子
か
ら
土
手
三
番
町
へ
の
転
居
通
知
の
葉
書
（
番
号
一
二
八
。
明
治
四
十
二
年
二
月
十
九
日
付
、
坂
元
三
郎
宛
）
が
残
っ
て
お
り
、
ま
た
非
公
刊
資
料
な
が
ら
、
許
斐
慧
二
氏
の
サ
イ
ト
上
に
、
明
治
四
十
一
年
三
月
二
十
四
日
付
（
前
記
書
簡
下
書
42の
清
書
簡
）
お
よ
び
明
治
四
十
四
年
八
月
五
日
付
の
書
簡
二
通
が
公
開
さ
れ
て
い
た
（
h
ttp
://
la
i.la
i.k
y
u
tech
.a
c.jp
/
sta
ff/
k
o
n
o
m
i/
izu
m
i1
.h
tm
l）
。
許
斐
氏
は
、
そ
の
姓
か
ら
し
て
雪
鳥
が
大
正
十
二
年
八
月
に
再
婚
し
た
許
斐
八
千
代
の
縁
者
か
と
思
わ
れ
る
（
「
坂
元
先
生
年
譜
略
」
日
本
大
学
国
文
学
会
「
国
学
」
八
輯
、
昭
和
十
三
年
七
月
十
七
日
）。
現
在
こ
の
サ
イ
ト
は
閉
じ
ら
れ
て
い
て
閲
覧
で
き
な
い
が
、
今
後
翻
刻
公
刊
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。
文
中
「
春
で
は
あ
つ
た
が
寒
い
日
で
あ
つ
た
」
と
い
う
二
葉
亭
を
伴
っ
た
雪
鳥
の
鏡
花
訪
問
は
子
時
代
（
明
治
三
十
八
年
夏
四
十
二
年
二
月
）
の
い
つ
ご
ろ
な
の
か
。
二
葉
亭
四
迷
の
渡
露
す
る
の
が
四
十
一
年
六
月
で
あ
る
か
ら
、
三
十
九
年
よ
り
四
十
一
年
ま
で
の
間
に
な
る
。
さ
ら
に
絞
り
込
め
ば
、
雪
鳥
の
「
夏
目
先
生
を
憶
ひ
て
」
（
「
能
楽
」
十
五
巻
二
号
、
大
正
六
年
二
月
一
日
）
の
「
先
生
の
朝
日
入
社
当
時
」
の
章
は
五
高
時
代
の
弟
子
の
縁
か
ら
入
社
を
周
旋
し
た
経
緯
を
記
す
文
章
だ
が
、
漱
石
へ
の
交
渉
に
際
し
、
西
片
町
漱
石
宅
と
至
近
の
二
葉
亭
宅
に
社
の
渋
川
玄
耳
（
柳
次
郎
）
と
弓
削
田
風
浪
（
精
一
）
が
待
機
し
て
、
雪
鳥
の
報
告
を
待
っ
て
お
り
、
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主
人
二
葉
亭
氏
と
玄
耳
氏
風
浪
子
の
三
人
は
、
大
分
待
つ
た
ら
し
か
つ
た
。
（
…
）
話
し
の
都
合
を
其
所
で
述
べ
た
。
此
企
を
今
日
は
じ
め
て
聞
い
た
二
葉
亭
氏
は
、
夫
は
面
白
い

ト
喜
ん
で
居
た
。
私
が
同
氏
と
オ
チ

口
を
利
い
た
の
は
是
が
始
ま
り
で
あ
つ
た
。
と
あ
る
。
こ
の
日
は
、
集
英
社
版
『
増
補
改
訂
漱
石
研
究
年
表
』
（
昭
和
五
十
九
年
六
月
二
十
日
）
に
よ
れ
ば
、
明
治
四
十
年
二
月
二
十
四
日
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
子
行
き
は
四
十
年
か
四
十
一
年
の
こ
と
に
な
る
が
、
口
を
き
き
始
め
て
す
ぐ
に
子
へ
と
誘
う
の
は
難
し
か
ろ
う
か
ら
、
四
十
年
よ
り
も
四
十
一
年
が
有
力
で
あ
る
。
年
次
の
特
定
に
つ
い
て
今
後
さ
ら
に
調
査
を
進
め
た
い
。
「
は
な
し
だ
ね
」
が
伝
え
る
翻
訳
の
話
は
鏡
花
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
夏
目
漱
石
「
長
谷
川
君
と
余
」
（
坪
内
逍
遙
内
田
魯
庵
編
『
二
葉
亭
四
迷
』
易
風
社
、
明
治
四
十
二
年
八
月
一
日
）
に
は
、
二
葉
亭
の
渡
露
の
内
定
し
た
頃
に
午
を
共
に
し
た
際
「
露
西
亜
へ
行
つ
た
ら
、
日
本
人
の
短
を
露
語
に
訳
し
て
見
た
い
と
い
ふ
希
望
」
を
述
べ
た
、
と
い
う
。
鏡
花
作
品
の
翻
訳
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
四
十
一
年
一
月
以
降
に
、
二
葉
亭
は
ロ
シ
ア
か
ら
の
亡
命
者
Ｌ
ポ
ド
パ
ー
フ
主
宰
の
「
東
洋
」
誌
上
に
、
森
外
「
舞
姫
」
、
国
木
田
独
歩
「
牛
肉
と
馬
鈴
薯
」
、
正
宗
白
鳥
「
塵
埃
」
等
の
露
語
訳
を
載
せ
て
い
る
の
で
（
掲
載
誌
は
現
存
せ
ず
、
草
稿
の
み
残
る
）、
こ
の
「
は
な
し
だ
ね
」
の
記
事
に
は
相
応
の
根
拠
が
あ
る
も
の
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
［
付
記
］
本
「
補
訂
」
以
外
に
、
明
治
三
十
二
年
一
月
の
伊
藤
す
ず
と
の
出
会
い
、
大
正
十
五
年
の
金
沢
帰
郷
に
つ
い
て
、
や
や
詳
し
い
検
討
の
結
果
を
「
鏡
花

年
譜
上
の
存
疑
」
（『
論
集
泉
鏡
花
』
第
五
集
、
和
泉
書
院
、
平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
日
）
と
し
て
発
表
し
た
。
併
せ
て
ご
参
看
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
資
料
の
調
査
に
関
し
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
、
日
本
近
代
文
学
館
、
本
学
図
書
館
近
代
文
庫
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。（
よ
し
だ
ま
さ
し
日
本
語
日
本
文
学
科
）
―58―
